
話題提供 4：
『奈良県コンクリート診断士会の地域連携と

新しい技術を用いた百石斎調査』

コンクリート工学年次大会2026（奈良）
コンクリート構造物診断セミナー

「歴史的構造物に学ぶサステナブルな維持管理」
～古都の知恵とAI診断技術の融合～

2026年7月9日（木）10時～12時
場所：奈良県コンベンションセンター

1階 コンベンションホール C
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奈良県コンクリート診断士会の概要

設立：平成27（2015）年6月8日（昨年が設立10周年の節目）
目的： (公)日本コンクリート工学会のコンクリート診断士制度の趣旨に基づき、

コンクリート構造物の維持管理を通じて、コンクリート診断士の技術力
向上、社会的地位の向上、地域への貢献などを行うことを目的とする。

活動内容：

①会員間の技術交流および情報交換による知識および能力の向上
②コンクリート診断士の社会的地位の向上
③コンクリート構造物の維持管理業務を通じた地域社会への貢献
④最新技術情報の収集と会員への配信
⑤コンクリート診断士受験者への支援
⑥(公)日本コンクリート工学会におけるコンクリート診断士制度への協力
⑦その他、本会の目的を達成するために必要な活動

入会の案内、会則、会費などの詳細は、奈良県コンクリート診断士会ホーム
ページをご確認下さい。 （http://www.naracd.jp/)
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奈良県コンクリート診断士会会員の推移（2026年4/1時点）

【2026年4月1日時点】
正会員 ：25名
専門会員：9名
一般会員： 1名
賛助会員：11団体

勤務先の本拠地、事業所（支店、営業所など）または居住地が、奈良県内に
所在し、(公)日本コンクリート工学会「コンクリート診断士」に登録した個人

正会員

近畿地方（近畿2府4県）で活動し、技術士（建設部門、総合技術管理部門）、
一級建築士、コンクリート診断士、コンクリート技士、コンクリート主任技士
または一級土木施工管理技士のうち、いずれかの資格を有する個人

専門会員

資格の有無に関係なく、近畿地方（近畿2府4県）に在住する個人一般会員

事業所の所在地が近畿地方（近畿2府4県）にある法人賛助会員
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奈良県道路メンテナンス会議との連携（現地技術研修会）

奈良県道路メンテナンス会議（事務局：奈良県道路マネジメント課）との連携のもと、
2017年度から県内道路管理者様のご協力を得て､毎年度1回､現地研修会を開催
している。現地研修会では、判定区分ⅢまたはⅣの橋梁において､当該変状箇所
を見ながら､点検時の留意点や補修計画策定時の留意点などを研修している。

備考
措置状況(2026.4

損傷マップから引用)

点検年度

判定区分
道路管理者橋梁名年/月/日回

RCT桁措置未着手2015年度、Ⅳ五條市下田橋2018/ 2/145

RCT桁措置完了済み2016年度、Ⅲ奈良市飯合橋2018/12/207

ﾌﾟﾚﾃﾝPC桁措置着手済み2020年度、Ⅲ広陵町桜橋2019/11/229

ﾌﾟﾚﾃﾝPC桁措置着手済み2023年度、Ⅲ天理市九条大橋2021/ 1/2110

RCT桁措置完了済み2020年度、Ⅲ桜井市川合橋2021/11/1212

RCT桁措置未着所2019年度、Ⅲ宇陀市神足橋2023/ 1/2414

ﾌﾟﾚﾃﾝPC桁措置完了済み2020年度、Ⅲ広陵町しん橋2023/11/2016

合成桁措置着手済み2022年度、Ⅲ奈良県
中和土木事務所

八尾大橋2024/11/2618

RC版桁措置未着手2024年度、Ⅲ大和高田市
陵91号線1号橋

高152号線1号橋
2025/8/819

RCT桁措置未着手2024年度、Ⅲ吉野町たかいで橋2026/11予定21
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現地技術研修会で研修した橋梁

N市管理
架設年次：不明
構造：RCT形桁（４主桁）
橋長：12m、幅員：5.06m
点検結果：判定区分Ⅲ

T市管理
架設年次：不明
構造：RC版桁
橋長：5.2m、幅員：13.50m
点検結果：判定区分Ⅲ

構造性能評価（安全性の確認）を行うためには、基本的な設計の
知識が不可欠である。

主鉄筋の鉄筋腐食度が同程度でも、一般的に耐荷力（余力）
への影響は、RCT形桁よりもRC版桁のほうが大きい。
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備考内容活動年度

農林部森林整備課からの要請（十津川橋梁等点検講習会）講師派遣2016

山止工袖部天端に発生したひび割れの原因と対策書面指導2019

森林土木技術研修会講師派遣2020

森林土木技術研修会講師派遣2021

2/8 奈良県治山事業促進協議会との間で「森林土木施設の点検・診断等
の支援に関する協定書」締結

技術支援
協定締結

1/31㈫ 森林土木技術研修会講師派遣2022

10/31㈫ 現地研修会（川上村16号橋）および座学研修会
1/16㈫ 森林土木施設長寿命化対策研修会

（於：森林技術センター林業研修館）

講師派遣2023

8/28㈬ 技術支援協定に基づく個別相談（護岸工）
11/22㈮ 現地研修会（天川村：洞川スキー場線1号橋）、座学研修会

書面指導
講師派遣

2024

10/23㈭ 現地研修会（下市町林道明徳名賀谷線無名2号橋）、座学研修会
3/12㈭ 個別相談（天川村殿野坪内線2号橋）

講師派遣2025

奈良県治山事業促進協議会との連携（技術支援協定締結）

林野庁所管の林道施設の維持管理に関わる自治体関係者からの要請を受けて
2016年度から技術支援活動を行ってきた。
 2022年2月8日に全国で初めて、奈良県治山事業促進協議会（事務局：奈良県
県産材利用推進課）との間で技術支援協定を締結した。
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道路管理者や林道管理者へのアンケート結果

2015年度から開催してきた技術研修会や2017年度から開催してきた現地技術
研修会およびメンテナンスサイクルの構築等に関する自治体アンケート調査を
実施した。

２．メンテナンスサイクルの構築について
道路橋や林道橋などのインフラメンテナンスの構築について、定期的に近接目視点検を

行い、長寿命化対策として適切な措置を講じるように定められていますが、点検⇒診断⇒
補修設計⇒補修工事⇒記録というメンテナンスサイクルを構築していくうえでの課題に
ついてお尋ねします。

⇒点検・診断では、予算や技術者の不足、判定区分の妥当性評価が課題と
なっている。

⇒補修設計・補修工事では、優先順位の考え方や適切に補修されたことの
確認方法が課題となっている。

⇒どのような新技術があるのか、および、新技術を用いた場合のメリットや
デメリット、コストダウンできるのかなどが分からない、が課題となっている。
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橋りょうの現状（2025年8月道路メンテナンス年報より引用）
○ 我が国には橋梁が約73万橋あり、このうち、地方公共団体が管理する

橋梁は約67万橋と、9割以上を占めている。
○ 建設後50年を経過した橋梁の割合は、現在は約42%であるのに対し、

10年後には約65%となる。
○ この他に、建設年度が不明の道路橋が全国で約19.4万橋（約27%）あり、

これらの大半が市区町村管理の橋長15m未満の橋梁となっている。

図面がない(配筋詳細が分からない)橋梁の維持管理に向けて
〇近接目視点検時に構造一般図を作成する。
〇道路橋標準設計図集を活用して類似の設計図から配筋詳細を推定する。
⇒令和6年7月、「橋梁定期点検要領（道路局）」が改訂され、橋の耐荷性能の

推定を行うことになったので、鉄筋コンクリート橋梁の鉄筋量の把握が
従前以上に必要となっている。

⇒鉄筋腐食度と残存予定供用期間に応じた耐荷力（余力）を把握できれば、
補修の優先順位や措置の方法をより適切に判断できる一助となる。

サステナブルな維持管理に向けて①



近接目視点検時に構造一般図を作成
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道路橋標準設計解説および設計図集〔１〕
（建設省道路局監修 建設省土木研究所設計）

昭和34年1月
（社団法人 日本道路協会）

(1)鉄筋コンクリートTゲタ橋標準設計
(2)PCスラブ橋標準設計
(3)溶接プレートガーダー標準設計

標準設計図集を活用した配筋図の推定
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幅員：１等橋 5.5,6.0,6.5,7.0,7.5,8.0,9.5,11.5mの８種類
２等橋 5.5,6.0,6.5,7.0,8.0ｍの5種類

支間：5.0,6.0,7.0,8.0,9.0,10.0,11.0,12.0,13.0,14.0ｍの10種類
合計130橋の直橋について設計が行われている。

⇒対象橋梁の構造一般図を参考に、類似の標準設計図（配筋図）を
選ぶ。

11～145～10支間(ｍ)
幅員(ｍ) 主ゲタ間隔主ゲタ数主ゲタ間隔主ゲタ数

2.00m
3本

1.50ｍ
4本

5.50

一
等
橋

2.20m1.60m6.00
2.40m1.70m6.50
1.90m

4本

1.50ｍ

5本

7.00
2.00m1.60m7.50
2.20m1.70m8.00
2.50m2.00m9.50
2.40m5本2.00m6本11.50

標準設計図集を活用した配筋図の推定
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サステナブルな維持管理のために、補修時は再劣化させない
補修を目指すとともに、補修後は補修効果の確認を励行するなど、
関係者の意識の共有が重要である。
〇点検も重要であるが、鉄筋腐食の進行抑制がさらに重要である。
○発注者側は、補修仕様の明確化、要求性能の明確化、丁寧な補修工事の

指示とともに、補修効果が持続していることの確認などを励行する。
〇点検⇒補修設計⇒補修⇒補修効果確認のメンテナンスサイクルを個別に行う

のではなく、一体（選択）発注で手戻りをなくし、責任の明確化を図る。
⇒再劣化という負のスパイラルに陥らないことが重要である。
⇒点検会社、補修会社も含めたメンテナンス意識の向上と共有が重要である。

点検から実証的な補修に軸足を移す。
〇補修材料や補修工法の良否もさることながら、施工の良否（劣化因子の除去、

施工手順や環境条件の遵守など）が補修効果に与える影響が大きい場合が
多いので、実証的に補修効果の確認を行いながら維持管理を行う必要がある。

⇒補修実績や補修効果に関わるデータの共有を図ることが、サステナブルな
維持管理につながる。

サステナブルな維持管理に向けて②
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かはさき画報（大正4年9月号）掲載の百石斎（南面）
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値諸 元
Leica RTC360機器名

120×240×230寸 法 （㎜）
5.4kg重 量

360°×300°測定範囲
130ｍ最大測定距離

1分測定スピード
-5℃～+40℃動作温度
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4,505
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